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Eliotの 詩 劇 にお け る二 つ の道

肯 定 の 道 を 中 心 に

岡 村 祥 子'

1

1933年Eliotは``…themostdirectmeansofsocial`usefulness'forpoetry

(1)

isthetheatre"と 言 った後,彼 は詩劇 に主 力を注 ぐこ ととな り1935年 の

TheMurderintheCathedralを 最 初 とし,TheFamilyReunion(1939),

TheCocktailParty(1950),TheConfidentialClerk(1954),TheElder

Statesman(1959)と 合計五作 を発表 してい るが,こ れ らを通 じるテ ーマ

として真実 の自己を意識 した人間 の取 るべ き道が描かれてい る。そ の道 に

は二つ あ り,一 つは この世 にあって人間を愛 しなが ら普 通の生 活を営 なむ

道で,も う一つ はこの世 と自己 を捨 て直接神Y'向 う道であ る。:二つ の道 と

い う考 えヵミ具体的に示 された のはTheCocktailPartyY'於 てで,精 神分

析医 のReillyがCeliaと の 会話の中で 自分 の罪に 目覚 め,神 を意識 した

人 々に とって取 るべ き道 を示す際,第 一の道 を次 の ように説 明す る。

They may remember 

The vision they have had, but they cease to regret it, 

Maintain themselves by the common routine, 

Learn to avoid excessive expectation, 

Become tolerant of themselves and others, 

Giving and taking, in the usual actions 

What there is to give and take. They do not repine ; 

Are contented with the morning that  separates 

And with the evening that brings together 

For casual talk before the fire
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Eliotの 詩劇における二つの道

Two people who know they do not understand each other, 

Breeding children whom they do not understand 
                           (2) 

And who  will never understand them.

彼 による と意 識的に 人生を 送 らない 多 くの 現 代人の中で この道 はGood

lifeで あ り,他 方第二 の道については次の よ うV'い う。

There is another way, if you have the courage. 

The  first I could  describe in familiar terms 

Because you have seen it, as we all have seen it, 

Illustrated, more or less, in lives of those about us. 

The second is unknown, and so  requires faith— 

The kind of faith that issues from despair. 

The destination can not be described  -; 

You will know very little until you get there ; 

You will journey blind. But the way leads towards possession 
 (3) 

Of what you have sought  for in the wrong place.

(4)

以上のように二つの道が 語 られ るが,C.H.Sm玉thが 指摘 しているよう

に,第一の道は肯定の道,第 二の道は杏定の道と名付けられる。否定の道に

ついては伝統的な流れがあるが,肯 定の道は現代Y'な って意識され始めた

もので,C,H.SmithはEliotの 友人で共にAngloCatholicの 知的運動Y'加

わ ったChaxlesWilliamsが これを積極的Y'取 り上げていることを指摘し

ている。

この二つの道の考えは初代キ 」ス ト教教父達の神秘思想v'由 来し,特Yr

五世紀末頃のDionysiusAleopagitaの 著作の中で肯定の道と否定の道が

示され,ど ちらも神へ至る道と説かれた。後代の神秘思想家,特 に十字架

の聖 ヨハネの著書V'は否定の道は神に至る自己放棄,こ の世の全てのもの

からの離脱,神 への思いのみに生きること,霊 魂にとっては暗闇を体験し

ながら神の愛に身を委す道 と語 られている。この道は直接神に向う道で修

道者達によって歩まれ,キ リス ト教の伝統の中では大きな流れとな り,聖

者への道 とも言われ翫 一方肯定の道は神の創造による全てのものは祝福

にみちていると知 り,神 の似姿である人聞がこの世のものを通して神を認

め,互 いに愛し合 うことによって この世で神の愛をあらわす道と言}xる 。
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これは普通の人 々に よって歩 まれ うる道で,当 然 のこととして特別 に キ リ

ス ト教 の中で取 り上げ られてはいなか ったが,現 代,特V'人 間 が愛 す るこ

とを忘 れ精 神的に後退 した時代にな って強調 され るよ うにな った道 とい う

こともでき る。

EliotはFourQuartetsで 二 つの道 を次 の ようY'表 わ している。

There are three conditions which often look alike 

Yet differ ompletely, flourish in the same hedgegrow : 

Attachment to self and to things and to persons, detachment 

From self and from things and from persons  ; and growing 

   between them, indifference 

Which resembles the otheres as death resembles life, 

Being between two lives-unflowering, between 
                                      (5) Th

e live and the dead nettle. ("Little Giddings",  JR)

このattachmentとdetachmentが それぞれ第一 の道 と第二 の道 を指 し,

第 三 のindifferenceの 状 態は 自己を 自覚す ることな く,真 実 に人を愛す

ることもな く自己の孤独 の中に閉 じ.こもってい る現代人 の精神的 に荒廃 し

た姿を表 わ してい ると考え られ る。 この よ うな人間の姿 をItishuman,

whenwedonotunderstandanotherhumanbeing,andcannotignore

him,toexertanunconsciouspressureonthatpersontoturnhi皿into

somethingthatwecanunderstand:manyhusbandsandwivesexert

(6)
thispressureoneachother.

と述 べ てい るが・ 彼等 こそindifferenceの 典 型で現代 の多 くの人hの 実

情 だ とい}る 。 これ らの或 る人が ある瞬間,自 己を意識 し,自 分 の罪を理

解す ることに よって先 の二つ の道 のどち らかを選択す ることに なる。

二つ の道 の違 いは,人 を通 じて間接的に神を知 ること と直接神に向 うこ

との違いは勿論 のこ ととして,否 定 の道を行 く人 々は絶 えざ る自己犠牲 と

人間的 な苦 しみが要求 され る とはい え,そ こVこは神 との出合 いの体験があ

り,人 類の救いY'直 接的に関与す る。一方 肯定 の道を行 く人 々に とっては

ひととき

神との出合いは歓喜の一時,或 いは直感的な深い理解の一瞬として体験さ
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れるが,そ れ は続 くものでな く,又 そ こに留 まることもな く人hは 日常生

活V'立 ち戻 り,そ の歯車 の中でまわ り始め ると考え られ る。 この二つの違

いはFourQuartetsに 示 されてい る。

 to apprehend 

The point of intersection of the timeless 

With time, is an occupation for the saint— 

No occupation either, but something given 

And taken, in a lifetime's death in love, 

Ardour and selflessness and self-surrender. 

For most of us, there is only the unattended 

Moment, the moment in and out of time, 

The distraction fit, lost in a shaft of sunlight, 

 These are only hints and guesses, 

Hints followed by guesses  ; and the rest 

Is prayer, observance, discipline, thought and action. 

The hint half guessed, the gift half understood, is Incarnation. 
                                             (7)                                ("

Dry  Salvages, V")

しか もこの二 つの道は互いY'深 い関係が あるとい える。即 ち人 間は個h

に ではな く,共 同体 として生 きてい るので あ り,否 定 の道 をい く者 はその

行為に よって共 同体 の他 の成員に神 の証人 としての役割 を果 し,影 響 を与

える。肯定 の道 をい く人 々はたびたび否定 の道 をい く者 の行為に よってあ

の一瞬 の神 の光を受け変 化す る。言 いかえれば共同体 な しYこは否定の道 も

存在理由はな く,こ の二つ の道は神の もとで調和 してい る。

以上 の二つ の道をTheMurderintheCathedral,TheFamilyReunion,

TheCocktailPartyV'つ い て考えてみ ると明 らかY'三 つ とも共通 して見

られ るのは第二 の否定 の道で ある。特 にはじめの二 つの作 品の中でほ精神

的な世 界に属す る人hと この世に属す る人 々の間Y'対 立 があ り,内 面 の世

界で 選択 を迫 られ,否 定 の道へ と 入 ってい く人 々が 描 かれてい る。The

MurderintheCathedralのTho皿asは 英 国国王や この世の栄誉 との戦

い よ りも,自 己の中Y'あ る殉教に対す る態度,即 ち殉教 とい う行為Y'よ っ
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て最 も輝か しい聖者Y'な るとい う自己満足 と,神 の意志 に自己 を全 く委せ

きることとの間 の葛藤 に苦 しみ なが ら,最 終的に真 の殉教 の道を進 む こと

になる。TheFamilyReunionの 主 人公Harryは,船 上か ら妻が海 に落ち

て死 んだ時,自 己の中に殺意があ ったため 自分が殺 した とい う罪 の意 識に

さい なまれ,そ の意識 の根本V'あ るものを理 解で きない まま家族 のも とに

戻 って くるが・叔 母のAgathaの 神 的 ともいえる深い助け によって彼 の父

が同 じ様 に母 に殺意 を抱 いていた こと等 を知 らされ,罪 の意識 の根 本にあ

る原 罪を悟 り,自 分 の罪,家 族 の罪 を償 うこ との必要を知 って宗教 的な道

Z'入 るこ とを決心 して家を 出てい く。第三 のTheCocktaiLPartyの 主 人公

達 の一人CeliaはEdwardの 愛 人であったが,自 分 が真 実には愛 され て

おらず実は 自分 も愛 してい なか った こと,求 めていた のは絶対老 に対す る

愛であ った ことを悟 り,人 間同志の愛の窄し さを悟 る。人間 の孤独 と自ら

の罪を深 く意識す ることに よって徹 底的に愛 する道をReillyの 助 けを借

りて見 出し,第 二 の道 を選 んで修道者 とな り異郷 の地にあ って看護婦 とし

て働 くうちに殉教す る ことにな る。

TheCocktailPartyで はCeliaも 欠 くことので きない主人公 であ るが
,

劇 の前面Y'押 し出 され てい るのは肯定の道を選 ぶ ことになるEdwardと

LaviniaのChamberlayne夫 妻 である。彼等 は現代世界 の中で,先 にindi-

fferenceと 説 明した互いを理解 し合わず,不 和 と憎 しみ の中 にい る不幸 な

夫婦 の典型 として示 され る。彼等の変化が この劇 の主要 なテーマである。

この劇 ではじめて否定 の道 よ りも肯定 の道 カミ主 なテーマとして強 く表われ

て きた といえ るが,こ の劇 で突然 肯定 の道 が示 された ので な く,は じめの

二 つの劇 の中に もす でY'そ の道 がみられ ると考え,Chamberlayne夫 妻 の

変化 と同時 にそれぞれの劇 の中で どのよ うに表われ ていたかを見てい く。

II

EdwardとLaviniaが 如何 なる精神 の持 ち主であ ったかは劇のはじめに

示 され る。CocktailPartyを 催 す ことになっていた 日の朝,突 然Lavinia

は 姿 を消す。彼女がい な くな っては じめてEdwardは 自分 が どんな人間
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であるかを知るきっかけを与えられる。彼の性格は見知らぬ客 として現わ

れたReillyの 助けを借 りながら明らかY'さ れてい く。 彼は妻以外の女性

Celiaと 恋人の関係にあるが,妻 に帰ってほしいと望む。愛しているとは

い7i.ないが,妻 なしには生きていけないと感じる。本来ならぽ恋人との結

婚も可能なのだが,実 は彼女を愛していないことに気づ く。.彼の人生に於

て人を真実 に愛する経験を持つζとはなかった。ReillyV'妻 を愛している

のかと尋ね られた時にも

Why, I thought we took each other for granted. 

I never thought J should be any happier 

With another person. Why speak of love? 
                  (8) 

We were used to each other.

と答え,彼 の結婚生活が習慣的で愛す る ことへ の真剣 な態度 もな く,妻 の

人格へ の尊敬 もない ことが示 され る。 それ と同時 に妻がPeterと い う若

者 と関係が あ ることさえ気づ いておらず,質 問Y'も"Therewasnoother
(9)

man/NonethatIknowof"と 答え妻に対する無関心さ,生 活のいい加

減さが明らかにされ る。一方Laviniaは 夫に愛人のあることを知 り,愛

されていないことに苦しむが,そ れに 加えて彼女の恋人のはずのPeter,

勿論それも彼女の方が積極的であったのだが,彼 が自分Y'対 するとは全 く

違った真剣さを もってCeliaを 深 く愛していることV'気がつき,結 局愛さ

れていないことを知る。夫や恋人との関係を通じて彼女は誰からも愛され

ないとい う思いに苦しみ,自 分中心的にしかものを見れない彼女はノイロ

ーゼ気味になってReillyを 尋ね る。彼女は何事に関しても自分が相手 よ

りもよく知っているように振舞い,愛 らしさのない利己的な人間であった。

このように唯社会の習慣 と惰性に よって五年もの結婚生活を続けていた二

人であるヵミ,突然相手がいな くなると自分が真空状態に陥ち入ってしまう

ことY'気づ く。 特にEdwardの 場合はCeliaと の会話の中で自分の内面

の奥底Y'あ るものを理解する。

The self that can  sayl want this—or want  that'— 

The self that wills—he is a feeble  creature ;
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He has to come to  teams in the end 

With the obstinate, the tougher self  ; who does not speak, 

Who never talks, who cannot argue ; 

And who in some men may be the guardian— 

But in men like me, the dull, the implacable, 
                           (10) 

The indomitable spirit of mediocrity.

しかし何故相手V'帰 ってもらいたいかをはっき り自覚せず,理 由もわか ら

ないまま,Laviniaは 戻 って くるが,そ のため事態は一層悪化 し,っ いに

二人は別居し互いに苦しむ。二人はそれぞれReillyを 尋ねるが,彼 は直

接二人を対面させ,現 実の彼等がどんな人間であるかを明らかにし,ど れ

程二人が似合いの夫婦,即 ち同じ孤独を体験しているかを教える,

See it rather as the bond which holds you together. 

While still in a state of  unenlightenment, 

You could always say :  'he could not love any woman;' 

You could always say  :  'no man could love her.' 

You could accuse each other of your own faults, 

And so could avoid understanding eath other. 

Now, you have only to reverse the propositions 
                    (11) 

And put them together.

このよ うに彼等二人は思い こんでい る自分 を改めてそれぞれ努 力す ること

が 重要 になって くる。Edwardは 愛 され ることに よって 愛す ることを学

び,Laviniaは 愛 す ることに よって愛 らしい人 間 とな る可能性 をもってい

る。Edwardは 自分が凡庸 な人間であ ることを 自覚 し,Laviniaは 夫 に対

す る責任を感 じる人間で あるか ら意志すれぽ新 し く生 きることがで きる。

EdwardはReillyに 言 われて初めて 自分達 の真実の姿を知 らされ,そ れを

認識 し,再 び生活 をや り直す決心をす る。最後 の幕V'至 って再 びCocktail

Partyが 行 われ ることY'な ってい る時,Celiaが 殉教 した報せに接 し,二

人 とも彼女 の死へ の責任を感 じて苦 しむが,Celiaの 死 は彼女 自身 の選択

に よった結 果であ り,自 己犠牲 と苦悩の生活の代価 として彼女 の死は輝か

しい勝利 であ ること,し か もそ の勝利に彼等は力 も貸 さず,死Yr対 して責
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任 もない とReillyに よ って語 られ る。しかしCeliaへ の責任 を感 じないわ

けにいかな い二 人は過去 の事 実を現実 として受 け入れ るこ とによってそこ

か ら新 しい 意 味を見 出す ことがで きることも教え られ る。又か つてCelia

を 愛 し今 も愛 してい るPeterは 自分 の利 己主義 を思 い知 らされ,新 し く

生 きる決意 を 示す。 この よ うにCeliaと 彼 等は第一 の道 と第二の道 の関係

で あ り,彼 女 の殉教 の 行為は生 きてい る人 々に 新 し く生 きる 意味を与え

る。最後 にEdwardは

               Oh, it isn't much 

That I understand yet! But  Sir Henry has been saying, 

I think, that every moment is a fresh beginning ; 

And Julia, that life is only keeping on ; 
 (12.) A

nd somehow, the two ideas seem to fit together.

と言 って人生 の意味を理 解 しは じめ る。

現 代社会の他人に対す るindifferenceと 利 己主義 にあって相手へ の愛は

自己の中Y'描 き出された イメージへの愛で,自 己の世界か ら出ず,愛 す る

ことをやめて しまった男 と女 がその状態 を 自覚 し自己 の何た るかを意識す

ることに よって,日hい に 死ぬ こと,一 瞬毎 に新 しい意味を見 出す よう

努力し続け る二人へ と変化 したわ けで あ る。彼等 の生活 はだか らとい って

楽 しみに満ちた ものでは な く,互 いに理解 できず苦 しまねばな らないが愛

v土 台をお くものといえ る。

MurderintheCathedralYこ 戻 って考 え るとCanterburyの 女 達 として

現わ れるChorusの 中 に第 一の道 に共通 した ものを見 るこ とがで きる。 彼

女達 はThomasと 対 照的で,彼 女達Y'重 要 な ことは 自分 達の生活 を守 る

こと,争 いに巻き込 まれず に細 々と惰性的に この世 の片隅で生 きることだ

った 。 しか し彼女達 は何 か 超 自然的 な 不 吉な予 感を 感 じて寺院にや って

くる。Thomasの 帰 国が災い と恐怖を もた らす こと,自 分達の生活に異

変 を起 こし,苦 しみを与tる ことを察知 して,

We do not wish anything  to  happen. 

Seven years we have lived quietly,

83



Eliotの 詩劇における二つの道

Succeeded in avoiding notice, 
Living and partly living. 

There have been oppression and luxury, 
There have been poverty and licence, 

There has been minor injustice, 

Yet we have gone on living, 
 03) 

Living and partly living.

と語る。彼女達は真実な生き方ではないことを感じているけれども,そ こ

から脱け出す 勇気もなく,時Y'流 されるままに 生きている人々の群であ

る。Thomasの 帰還 とそれに続 く彼の行動は彼等の不安をますますつのら

せるばか りで超自然的力Y'よ って死の迫るのを予告せずにはおれない。同

時に騎士達のThomas殺 害の企ての中で何もしないで見ている自分達も

実はその加害者の一員であること,こ の世の悪v'っ ていることに気づき

始め,罪 の意識にとらわれる。

  I have smelt them, the death-bringers  ; now is too late 

  For action, too  soon for  contrition. 

  Nothing is possible but the shamed swoon 

  Of those consenting to the last humiliation. 

  I have consented, Lord Archbishop, have consented. 

  Am torn away, subdued, violated, 

  United to the spiritual flesh of nature, 

  Mastered by the animal powers of spirit 

  Dominated by the lust of self-demolition, 

  By the final utter uttermost death of spirit, 

  By the final ecstasy of waste and shame, 

 O Lord Archbishop,  0 Thomas Archbishop, forgive us, forgive us, 
 (14.) 
       pray for us that we may pray for you,  out of our shame.

このよ うV'自 分達 の何た るかを意識 し,Thomasの 死 との 関わ りを 自覚

し,苦 しむ彼女達 に,

Peace, and be at peace with your thoughts and visions. 

These things had to come to you and you to accept them, 

This is your share of the eternal burden,
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The perpetual glory. This is one moment, 

But know that another 

Shall pierce you with a sudden painful joy 

When  the figure of God's purpose is made complete, 

You shall forget these things, toiling in the household, 

You shall remember them, droning by the fire, 

When age and forgetfulness sweeten memory 

Only like a dream that has often been told 

And often been changed in the telling. They will seem unreal. 
 (15) H

uman kind cannot bear very much reality.

とTho皿asは 語 り,か つて何も起こることを望まなかった 彼女達ではな

く,行 為に よるのではないが忍苦することによって殉教者の死Y'参与し,

神の栄光を感じ取る人間に変化したことを語るが,同 時にThomasの 言

葉には第一の道を行 く人 々が一瞬この世 の外からさす光を受けるが,日 々

の 生活の業に戻 り,人 生に 耐えて い くことが 示されて いる。 こうして

Thomasの 殉教は唯ひとりの人のことであっても,そ れが神のなせる業の

ためChorusの 女達に深い影響を与え,罪 の意識に目覚めさせ,殉 教の苦

しみを分かち持つと同時に神の栄光を高らかに歌えるようにさせる。彼女

達はThomasの 死に立ち会い,そ の証人 として神の創造物に対する愛を

讃える。このような変化を見てくるとChorusの 女達は生活 自体に変化は

ないが意識V'於 いて目覚めた第一の道に属する人々といえる。

TheFamilyReunionで はあのindifferenceの 状態にいる人々は登場す

るが,そ の中の誰かが変化するということは起こらない。叔父のCharles

は理解しかけるが,年 のせいにして直面するだけの勇気をもたず,そ のま

ま留まる。先Y`べ たようにHarryは 罪の意識に悩まされながらも新し

い出発をかすかに希望 しつつ,八 年前に去った家族のもとに帰ってくる。

結果としては第二の道を選ぶが劇の初めの段階では彼 自身が第一の道とも

第二の道 とも決っていない状態にいる。彼は内面の世界に気づかない家族

の者達の外面的な生き方に憤 りを感じながらも,自 分は悪夢におののきな

がら,真 実なものを発見できないで孤独 と苦悩のうちに苛立っている。こ
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の家族 の中で叔母 のAgathaと 従 妹 のMaryが 彼V'光 を与 え る役割を果

す。MaryはHarryの 幼 な友達 であ り,Harryの 母Amyに よって彼の

妻 に と予定 され,ひ き取 られた。 しか しHarryは 家 族 の望 まぬ人 と外国

で結婚し,Amyは 一度 たてた計 画を中止できず,Maryも これ までに こ

の家か らでてい くだけの勇気 を持たず,Harryへ の愛 を持 ち続け てい る。

二人 の出合いは幼 なか った頃の思い出v'始 ま るがMaryは 彼Y'対 す る深

い愛か ら彼の状態 を洞 察す ることができ,

               I haven't much experience, 

But I see something now which doesn't come from tutors 

Or from books, or from thinking, or from observation: 
 (16, 

Something which I did not know I know.

とい える。 彼女 の理解 と愛に 彼 は深 い感銘を受け,Maryの 差 し出す人

間的 な愛へ と心をひかれ る。Harryは,

              You bring me news, 

Of a door that opens at the end of a corridor, 

 Sunl ight and singing  ; when I had felt sure 

That every corridor only led to another, 

Or to a blank wall  ; that I kept moving 

Only so as not to stay still, Singing and light 
 t17)

と答えて過去を捨て彼女との愛によって新たに人生をやり直すことができ

るかも知れないとかすかな希望を持つが,次 の瞬間彼の望みは打ち消され

る。 即ちHarryを 絶えず追い,恐 怖を与えていた複讐の女神達 が姿を

現わし,彼 の今の望みは自己の真実の姿を見つめるのでなく,欺 むぎ,ご

まかすことにすぎないことを示す。HarryとMaryの 問で人間的な愛に

基づ く第一の道の可能性が見られたが,そ れは否定される。Harryの 進

むべき第二の道は後に叔母のAgathaに よって示される。この作品にも大

きな部分ではないが,第 一の道が表われていると考えられる。

以上のよ うにこれ らの劇の中にも,は っきりとその道 とは指摘されては
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いないが,す で に第一 の道,肯 定 の道が存在 していた といえ る。初め の劇

で 中心 的だ った第二 の道がだ んだ ん第一の道へ と場所を ゆず り,TheCo-

cktailPartyで は主 要 テーマは第一の道 となった。二 つの道が明確に され

た この劇以後,否 定 の道をい く人 々に よって支}ら れ てい ることを前提 と

してTheConfidentialClerk,TheElderStatesmanで は 第二の道は触れ

られず,二 作 とも現 代社会の普通 の人を通 して第一 の道 が取 り上げ られ,

真 実の 自己 に 目覚めてい く人 々が描かれている。 結 局Eliotの 劇 では肯

定 の道が大 きな比重 を占め ることにな る。

この よ うなEliotの 変 化 の理 由を考 える と,改 宗 して 間 もない頃にはキ

リス ト教 の根本 的な姿 として多 くの聖者達 のでた修道者 の道,否 定の道 が

浮かび上 って くるのは確 かであ る。直接的 に神 とつ なが る道 であ り,彼 等

の存在が教会 の大 きな原動 力ではあるが,限 られた人間 にしか受け入れ ら

れない。彼が1939年TheIdeaofChristianSocietyを 書 く頃 には個人で

はな く共同体 としての社 会の救いを考 えるよ うにな り,大 多数を占め る否

定 の道を取 らない人 々へ関心 が向けられ,こ の世を離れ てではな く,こ の

世に密接につ なが りを持 ちなが ら神 を発見 して い く生活 こそ,こ の社会を

変えてい く力 となることに気づ き変 ってきた と言え るか も知 れない。

現代社会 の人 々がそれぞれ の環境 の中で,自 己に 目覚 め,真 実 の 自己 を

直視 した上で意識的な愛に根 ざした生活を し直す こと,神 の愛を 自覚す る

ところまで 理解す るこ と,こ の肯定 の道 を 選 んだ人 々が 増 す ことに よっ

て,彼 の理想的な社会,"asocietyinwhichthenaturalendofman-

virtueandwell-beingincommunity‐isacknowledgedforall,andthe

(18)
supernaturalend‐beatitude‐forthosewhohavetheeyestoseeit."

が 徐 々に実現 されてい くことが彼 の望みであ った と言 うこともで きる。
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